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この資料の震源リスト・震源要素(緯度、経度、深さ、マグニチュード)は暫定値であ
り、後日再調査の上修正されることがあります。 
本資料は、国立研究開発法人防災科学技術研究所、北海道大学、弘前大学、東北大

学、東京大学、名古屋大学、京都大学、高知大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開
発法人産業技術総合研究所、国土地理院、国立研究開発法人海洋研究開発機構、公益財
団法人地震予知総合研究振興会、青森県、東京都、静岡県、神奈川県温泉地学研究所及
び気象庁のデータを用いて作成しています。また、2016年熊本地震合同観測グループの
オンライン臨時観測点（河原、熊野座）、2022年能登半島における合同地震観測グルー
プによるオンライン臨時観測点（よしが浦温泉、飯田小学校）、EarthScope Consortium
の観測点（台北、玉峰、寧安橋、玉里、台東）のデータを用いて作成しています。 
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【香川県の地震活動】              2025年９月 

◎震央分布図、断面図 

 

◎地震概況 

香川県で震度１以上を観測した地震は、ありませんでした（前月は１回）。 

 

四国で震度１以上を観測した地震は、次の１回でした。 

３日23時13分 徳島県北部の地震（深さ7km、M2.1）により、愛媛県四国中央市で震度１を観測しまし

た。 

 

  

〔左上：震央分布図、右上：A-Cを投影面とした断面図、左下：B-Cを投影面とした断面図〕 

この図は地震が発生した場所（震源）を表示
したものです。地震の規模を表すマグニチュ
ード（M）はマークの大きさで表し、地震の深
さはマークの形で表しています。この図中で
はM0.5以上の地震を表示しています。地震数
は図中内に示されたマークの数です。図中の
注釈は、震度1以上を四国地方で観測した地
震を表し、そのうち、香川県で震度1以上を
観測した地震は黄色で塗りつぶしています。 
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【南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会調査結果】 

気象庁では、大規模地震の切迫性が高いと指摘されている南海トラフ周辺の地震活動や地殻変動等の状

況を定期的に評価するため、南海トラフ沿いの地震に関する評価検討会、地震防災対策強化地域判定会を

毎月開催しています。 

令和７年(2025年)10月７日に公表された評価検討会で評価された調査結果は次のとおりです。 
 

【調査結果（概要）】 

（注）南海トラフ沿いの大規模地震（Ｍ８からＭ９クラス）は、「平常時」においても今後３０年以内に発生する確率
は高い（詳細は「南海トラフの地震活動の長期評価（第二版一部改訂）」参照）と評価されており、昭和東南海
地震・昭和南海地震の発生から約８０年が経過していることから切迫性の高い状態です。 

 

【最近の南海トラフ周辺の地殻活動】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、詳細は、次の気象庁報道発表資料をご参照ください。 

 南海トラフ地震関連解説情報について －最近の南海トラフ周辺の地殻活動－ 

 https://www.jma.go.jp/jma/press/2510/07b/nt20251007.html 

また、最新の南海トラフ地震に関連する情報は次のページ（ＵＲＬ）をご参照ください。 

 ホーム＞防災情報＞南海トラフ地震関連情報 

 https://www.jma.go.jp/bosai/nteq/ 

上図の深部低周波地震（青●）、短期的ゆっくりすべり（赤□）、長期的ゆっくりすべり（黄○）について、
これらの現象は、プレート境界の固着状況の変化を示す現象と考えられることから、気象庁は、関係機関の
協力も得ながら注意深く監視しています。 

現在のところ、南海トラフ沿いの大規模地震の発生の可能性が平常時（注）と比べて相対的に

高まったと考えられる特段の変化は観測されていません。 
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【地震一口メモ】 

令和７年11月５日（水）に緊急地震速報の訓練を行います 

 地震による揺れから身を守ることが、地震・津波防災の第一歩です。 気象庁では「津波防災の日」・「世

界津波の日」への取組の一環として、令和７年11月５日（水）10時00分頃に緊急地震速報の全国的な訓

練を実施します。 

 

○訓練の方法 

 訓練参加機関（国の機関、地方公共団体、学校、民間企業等）が行う緊急地震速報の放送・報知にあわ

せて、安全な場所に移動するなどの身の安全を守る行動訓練を行ってください。携帯電話の緊急速報メー

ル／エリアメールで訓練用の緊急地震速報が報知されることはありませんが、専用受信端末の訓練機能や

気象庁が提供する訓練用動画、スマートフォンの機能等を活用して避難行動をとる訓練を行うことができ

ます。 

 

○緊急地震速報を受けた時の行動の具体例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※Yahoo!ニュース制作図解・商用利用不可・図解を分割編集しての使用はできません。 

 

 

 



- 4 - 
 

○訓練に関する留意事項 

・訓練報は、テレビやラジオ等の放送波、携帯電話（スマートフォンを含む）による一斉同報機能（緊急

速報メール／エリアメール）では報知されません。ただし、一部の市町においては、ＣＡＴＶ放送やコ

ミュニティＦＭ放送による訓練報の放送や、緊急速報メールによる訓練用の避難指示等の配信が行われ

る場合があります。訓練の内容は、各市町にご確認ください。 

・気象・地震活動の状況等によっては、訓練報の配信を急遽中止する場合があります。なお、中止を決定

した場合には、速やかに気象庁ホームページ等でお知らせします。 

・気象庁からの訓練報を利用しない機関では、10時00分頃以外の任意の時間に訓練が実施される場合が

あります。 

 

○シェイクアウト訓練について 

 地震から身を守るための３つの安全行動（①姿勢を低く、②頭を守って、③揺れが収まるまでじっとす

る）を各人がいる場所（職場、学校、外出先等）で約１分間行うという訓練です。緊急地震速報の報知音

を合図に、このような訓練もやってみましょう。 

安全確保行動１-２-３（出典：効果的な防災訓練と防災啓発提唱会議 https://www.shakeout.jp/） 

 香川県は、緊急地震速報の訓練にあわせて香川県シェイクアウト（県民いっせい地震防災行動訓練）を

実施します。訓練にあわせて避難訓練や消火訓練、備蓄品の確認などの「プラスワン訓練」もお願いして

います。詳細は下記ページをご覧ください。 

 

 令和７年度香川県シェイクアウト（県民いっせい地震防災行動訓練）の参加者募集について 

  https://www.pref.kagawa.lg.jp/kikikanri/sogo/koho/shakeout.html 

 


